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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、使用するプラットフォームおよ

びソフトウェアリリースの Bug Search Toolおよびリリースノートを参照してください。このモ
ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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GRE トンネルの QoS トンネルマーキングの前提条件
•受信トラフィックと送信トラフィックをマーキングするように設定するトポロジとインター
フェイスを決定する必要があります。

GRE トンネルの QoS トンネルマーキングの制約事項
• GREトンネルマーキングは、次のパスではサポートされません。

• IPsecトンネル

•総称ルーティングカプセル化経由のマルチプロトコルラベルスイッチング
（MPLSoGRE）

•レイヤ 2トンネリングプロトコル（L2TP）

GRE トンネルの QoS トンネルマーキングに関する情報

GRE の定義
シスコが開発したトンネリングプロトコルの Generic Routing Encapsulation（GRE）は、多種多様
なプロトコルパケットを IPトンネル内にカプセル化でき、リモート地点にあるシスコルータへ
の仮想ポイントツーポイントリンクを IPインターネットワークを介して構築します。

GRE トンネルマーキングの概要
GREトンネルの QoSトンネルマーキング機能を使用すれば、サービスプロバイダー（SP）ネッ
トワーク内の PEルータ上で、受信カスタマートラフィックと送信カスタマートラフィック用の
QoSを定義して制御できます。この機能を使用すると、GREでトンネリングされたパケットの
ヘッダー内の IP precedence値または DiffServコードポイント（DSCP）値を設定（マーク）でき
ます。 GREトンネルマーキングは、set ip {dscp | precedence} [tunnel]などの QoSマーキングコ
マンドを使用して実装できるうえ、QoSトラフィックポリシングでも実装できます。この機能を
使用すると、PEルータのトンネルインターフェイス上でGREトンネルヘッダーをマーキングす
ることによって、これまでカスタマー帯域を制御するために必要だった管理オーバーヘッドが軽

減されます。

set ip {dscp | precedence} [tunnel]コマンドは set {dscp | precedence} [tunnel]コマンドと等価で
す。

（注）
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下の図は、トンネルマーキングを実行する PE1ルータ上の着信インターフェイスを介して CE1
ルータから受信されるトラフィックを示しています。トラフィックはカプセル化（トンネリン

グ）され、トンネルヘッダーはルータPE1上でマークされます。マークされたパケットは、コア
を通過し（トンネリングされ）、ルータ PE2の出力インターフェイス上で自動的にカプセル化が
解除されます。この機能は、カスタマーエッジ（CE）トラフィックの分類を単純化するために
設計され、サービスプロバイダーネットワークでのみ設定されます。このプロセスは、カスタ

マーサイトに透過的です。 CE1ルータと CE2ルータは 1つのネットワークとして存在します。

図 1：トンネルマーキング

GRE トンネルマーキングと MQC
GREトンネルのトンネルマーキングを設定するには、クラスマップとポリシーマップを設定し
てから、そのポリシーマップを適切なインターフェイスに適用する必要があります。これら 3つ
の作業はMQCを使用して実現できます。

MQCの使用方法については、『Applying QoS Features Using theMQC』モジュールを参照してくだ
さい。

GRE トンネルマーキングと DSCP 値または IP precedence 値
GREトンネルマーキングは、カスタマーサイトからの受信トラフィックを伝送する PEルータ
で、set ip precedence tunnelコマンドまたは set ip dscp tunnelコマンドを使用して設定します。
GREトンネルマーキングを使用すると、DSCP値を 0～ 63に設定するか、IP precedence値を 0～
7に設定することで、GREトンネルのヘッダーをマークし、GREトンネルトラフィックの帯域幅
と優先度を制御できます。

GREトラフィックは、policeコマンドの set-dscp-tunnel-transmitアクションおよび
set-prec-tunnel-transmitアクションを使用して、トラフィックポリシングに基づいてマーキング
することもできます。トンネルマーキング値は、set-dscp-tunnel-transmitアクションでは 0～
63、set-prec-tunnel-transmitコマンドでは 0～ 7です。トラフィックポリシングに基づくトンネ
ルマーキングは、conform、exceed、および violateアクション文を使用して適用できます。これを
使用すれば、予想トラフィックレートに適合しないトラフィックに対して自動的に別の値を適用

できます。

トンネルヘッダーがマークされた後、GREトラフィックはトンネルを通じてサービスプロバイ
ダーネットワーク内を伝送されます。このトラフィックは、出力トラフィックを他のカスタマー
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サイトに伝送する PEルータのインターフェイス上でカプセル化解除されます。 GREトンネル
マーキングの設定はカスタマーサイトに透過的です。すべての内部設定は保持されます。

set ip precedenceコマンドと set ip dscpコマンドの間、また、set ip precedence tunnelコマンドと
set ip dscp tunnelコマンドの間には違いがあります。

• set ip precedenceコマンドと set ip dscpコマンドは、IPパケットのヘッダー内の IP precedence
値または DSCP値を設定するために使用します。

• set ip precedence tunnelおよび set ip dscp tunnelコマンドは、GREトラフィックをカプセル
化するトンネルヘッダー内の IP precedence値または DSCP値を設定（マーク）します。

• set ip precedence tunnelコマンドと set ip dscp tunnelコマンドは、GREトンネル内でカプセ
ル化されていない出力トラフィックに影響しません。

GRE トンネルマーキングの利点
GREトンネルマーキングは、カスタマー GREトラフィックの帯域幅を制御するための単純なメ
カニズムを提供します。raffic. GREトンネルのQoSトンネルマーキング機能のすべては、サービ
スプロバイダーネットワーク内と、PEルータ上で受信トラフィックと送信トラフィックを伝送
するインターフェイス上で設定します。

GRE トンネルマーキングとトラフィックポリシング
トラフィックポリシングでは、インターフェイス上で送受信するトラフィックの最大レートを制

御し、ネットワークを複数のプライオリティレベル、またはサービスクラス（CoS）に区切りま
す。ネットワークでトラフィックポリシングを使用する場合は、ポリシーマップクラスコンフィ

ギュレーションモードで policeコマンドの set-dscp-tunnel-transmitまたは set-prec-tunnel-transmit
アクション（またはキーワード）を使用して、GREトンネルマーキング機能を実装することもで
きます。トラフィックポリシングに基づくトンネルマーキングは、conform、exceed、および
violateアクション文を使用して適用できます。これを使用すれば、予想トラフィックレートに適
合しないトラフィックに対して自動的に別の値を適用できます。

GRE トンネルマーキングの値
set ipdscp tunnelコマンドと set-dscp-tunnel-transmitコマンドのトンネルマーキング値の範囲は、
0～ 63です。set ip precedence tunnelおよび set-prec-tunnel-transmitコマンドの値の範囲は、0～
7です。
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GRE トンネルのトンネルマーキングの設定方法

クラスマップの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. class-map [match-all |match-any] class-map-name
4. match ip precedence precedence-value
5. exit
6. class-map [match-all |match-any] class-map-name
7. match ip dscp dscp-value
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

作成するクラスマップの名前を指定し、QoSクラスマップコン
フィギュレーションモードを開始します。

class-map [match-all |match-any]
class-map-name

例：

Router(config)# class-map
match-any MATCH_PREC

ステップ 3   

•クラスマップは、トラフィックを差別化するために使用す
る条件を定義します。たとえば、クラスマップを使用して、

matchコマンドを使用して定義した一連の一致基準に基づ
き、音声トラフィックをデータトラフィックから差別化で

きます。

match-allまたはmatch-anyキーワードを指定しない場
合、トラフィックがそのトラフィッククラスに分類さ

れるためには、すべての一致基準を満たさなければな

りません。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

ユーザが指定した IPprecedence値に基づいて一致するパケットを
イネーブルにします。

match ip precedence precedence-value

例：

Router(config-cmap)# match ip
precedence 0

ステップ 4   

数字の省略形（0～ 7）または基準名（critical、flashな
ど）で、単一の match文で最大 4つの一致基準を入力
できます。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Router(config-cmap)# exit

ステップ 5   

作成するクラスマップの名前を指定し、QoSクラスマップコン
フィギュレーションモードを開始します。

class-map [match-all |match-any]
class-map-name

例：

Router(config)# class-map
match-any MATCH_DSCP

ステップ 6   

ユーザが指定したDSCP値に基づいて一致するパケットをイネー
ブルにします。

match ip dscp dscp-value

例：

Router(config-cmap)# match ip
dscp 0

ステップ 7   

•このコマンドはクラスマップで使用され、パケット上の特
定の DSCP値マーキングを識別します。

•これらのマーキングされたパケットの扱いは、ポリシーマッ
プクラスコンフィギュレーションモードで、QoSポリシー
の設定を使用してユーザが定義します。

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config-cmap)# end

ステップ 8   

ポリシーマップの作成

トンネルマーキングポリシーマップを作成し、そのマップを特定のインターフェイスに適用す

るには、次の作業を実行します。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. policy-map policy-map-name
4. class {class-name | class-default}
5. set ip precedence tunnel precedence-value
6. exit
7. class {class-name | class-default}
8. set ip dscp tunnel dscp-value
9. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

サービスポリシーを指定するために 1つ以上のインターフェ
イスに適用可能なポリシーマップを作成または修正し、QoS
ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始します。

policy-map policy-map-name

例：

Router(config)# policy-map
TUNNEL_MARKING

ステップ 3   

作成または変更するポリシーのクラス名を指定するか、ポリ

シーを指定する前にデフォルトクラス（一般に class-defaultク
ラスといいます）を指定します。

class {class-name | class-default}

例：

Router(config-pmap)# class
MATCH_PREC

ステップ 4   

•ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを
開始します。

入力インターフェイス上で、GREでトンネリングされるパケッ
トのトンネルヘッダー内の IP precedence値を設定します。ト

set ip precedence tunnel
precedence-value

例：

Router(config-pmap-c)# set ip
precedence tunnel 3

ステップ 5   

ンネルマーキング値は IP precedenceが設定されている場合は
0～ 7の数字になります。
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目的コマンドまたはアクション

QoSポリシーマップコンフィギュレーションモードに戻りま
す。

exit

例：

Router(config-pmap-c)# exit

ステップ 6   

作成または変更するポリシーのクラス名を指定するか、ポリ

シーを指定する前にデフォルトクラス（一般に class-defaultク
ラスといいます）を指定します。

class {class-name | class-default}

例：

Router(config-pmap)# class
MATCH_DSCP

ステップ 7   

•ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを
開始します。

入力インターフェイス上で、GREでトンネリングされるパケッ
トのトンネルヘッダーのDiffServコードポイント（DSCP）値

set ip dscp tunnel dscp-value

例：

Router(config-pmap-c)# set ip dscp
tunnel 3

ステップ 8   

を設定します。トンネルマーキング値は DSCPが設定されて
いる場合は 0～ 63の数字になります。

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config-pmap-c)# end

ステップ 9   

インターフェイスまたは VC へのポリシーマップのアタッチ
ポリシーマップは、メインインターフェイス、サブインターフェイス、または ATM相手先固定
接続（PVC）にアタッチできます。ポリシーマップをインターフェイスに適用するには、
service-policyコマンドを使用し、inputキーワードまたはoutputキーワードを指定して、インター
フェイスの方向を示します。

トンネルマーキングポリシーは入力方向または出力方向に適用することができます。また、

トンネルマーキングポリシーは、サービスプロバイダーエッジ（SPE）ルータの入力物理イ
ンターフェイス上の入力ポリシーとして、または、トンネルインターフェイス上のイーグレ

スポリシーとして適用できます。

（注）
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. service-policy {input | output} policy-map-name
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

Router(config)# interface
GigabitEthernet 0/0/1

ステップ 3   

インターフェイスの入力または出力方向にアタッチするポリ

シーマップの名前を指定します。

service-policy {input | output}
policy-map-name

例：

Router(config-if)# service-policy
input TUNNEL_MARKING

ステップ 4   

•ポリシーマップは、入力または出力ルータで設定でき
ます。また、入力方向または出力方向のインターフェ

イスにも適用できます。ポリシーマップを適用する方

向（入力または出力）とルータ（入力または出力）は、

ネットワーク構成に従って変わります。

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config-if)# end

ステップ 5   
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GRE トンネルのトンネルマーキングの設定の確認
GREトンネルマーキング設定を表示するには、この手順に従って showコマンドを使用します。
showコマンドはオプションであり、これらのコマンドを任意の順序で入力できます。

手順の概要

1. enable
2. show policy-map interface interface-name
3. show policy-map policy-map
4. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

（任意）指定されたインターフェイスまたはサブインター

フェイスですべてのサービスポリシーに関して設定された

すべてのクラスのパケット統計情報を表示します。

show policy-map interface interface-name

例：

Router# show policy-map interface
GigabitEthernet0/0/1

ステップ 2   

（任意）指定したサービスポリシーマップの全クラスの

設定、またはすべての既存ポリシーマップに関する全クラ

スの設定を表示します。

show policy-map policy-map

例：

Router# show policy-map
TUNNEL_MARKING

ステップ 3   

（任意）ユーザ EXECモードに戻ります。exit

例：

Router# exit

ステップ 4   

トラブルシューティングのヒント

設定が想定どおりに機能していない場合は、設定の問題を修正するために次の操作を実行します。

• show running-configコマンドを使用して、コマンドの出力を分析します。
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•ポリシーマップが showrunning-configコマンドの出力に表示されない場合は、logging console
コマンドをイネーブルにします。

•ポリシーマップをインターフェイスに再度アタッチします。

GRE トンネルの QoS トンネルマーキングの設定例

例：GRE トンネルのトンネルマーキングの設定
次に示すのは、GREトンネルマーキングの設定例です。この例では、「MATCH_PREC」という
名前のクラスマップが、DSCP値に基づいてトラフィックを照合するように設定されています。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# class-map MATCH_DSCP
Router(config-cmap)# match ip dscp 0
Router(config-cmap)# end

設定例の次の部分で、「TUNNEL_MARKING」という名前のポリシーマップが作成され、そのポ
リシーマップで set ip dscp tunnelコマンドが設定されています。ネットワークで DSCPを使用し
ない場合は、set ip dscp tunnelコマンドの代わりに set ip precedence tunnelコマンドを使用できま
す。

Router(config)# policy-map TUNNEL_MARKING
Router(config-pmap)# class MATCH_DSCP
Router(config-pmap-c)# set ip dscp tunnel 3
Router(config-pmap-c)# end

set ip dscp tunnelコマンドまたは set ip precedence tunnelコマンドを使用して GREトンネル
マーキングをイネーブルにする場合は、この機能を設定するために設定例の次の部分は必要あ

りません。この例は、トラフィックポリシングの下で GREトンネルマーキングをイネーブ
ルにする方法を示しています。

（注）

設定例の次の部分では、「TUNNEL_MARKING」という名前のポリシーマップが作成され、police
コマンドを使用して適切なポリシングアクションを指定することでトラフィックポリシングが設

定されています。ネットワークで DSCPを使用する場合は、set-prec-tunnel-transmitコマンドの
代わりに set-dscp-tunnel-transmitコマンドを使用できます。

Router(config)# policy-map TUNNEL_MARKING
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# police 8000 conform-action set-prec-tunnel-transmit 4 exceed-action
set-prec-tunnel-transmit 0
Router(config-pmap-c)# end

設定例の次の部分では、service-policyコマンドの inputキーワードを指定することで、ギガビッ
トイーサネットインターフェイス 0/0/1の着信（入力）方向にポリシーマップが適用されます。

Router(config)# interface GigabitEthernet 0/0/1
Router(config-if)# service-policy input TUNNEL_MARKING
Router(config-if)# end
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設定例の最後の部分では、service-policyコマンドのoutputキーワードを使用して、トンネルイン
ターフェイス 0の発信（出力）方向にポリシーマップが適用されます。

Router(config)# interface Tunnel 0
Router(config-if)# service-policy output TUNNEL_MARKING
Router(config-if)# end

例：GRE トンネルのトンネルマーキング設定の確認
ここでは、show policy-map interfaceコマンドおよび show policy-mapコマンドの出力例を示しま
す。これらのコマンドの出力は、ネットワーク上の機能設定の確認およびモニタに使用できま

す。

次は、show policy-map interfaceコマンドのサンプル出力です。このサンプル出力において以下
の点に注意してください。

•文字列「ip dscp tunnel 3」は、GREトンネリングされたパケットのヘッダー内の DSCP値を
設定するように GREトンネルマーキングが設定されていることを示します。

•文字列「ipprecedence tunnel3」は、GREトンネリングされたパケットのヘッダー内のprecedence
値を設定するように GREトンネルマーキングが設定されていることを示します。

Router# show policy-map interface GigabitEthernet0/0/1
Service-policy input: TUNNEL_MARKING

Class-map: MATCH_PREC (match-any)
22 packets, 7722 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: ip precedence 0
QoS Set
ip precedence tunnel 3
Marker statistics: Disabled

Class-map: MATCH_DSCP (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: ip dscp default (0)
QoS Set
ip dscp tunnel 3
Marker statistics: Disabled

Class-map: class-default (match-any)
107 packets, 8658 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: any

次は、showpolicy-mapコマンドのサンプル出力です。このサンプル出力で、文字列「ip precedence
tunnel 3」は、GREトンネリングされたパケットのヘッダー内の IP precedence値を設定するように
GREトンネルマーキング機能が設定されていることを示します。

Router# show policy-map

Policy Map TUNNEL_MARKING
Class MATCH_PREC
set ip precedence tunnel 3

Class MATCH_DSCP
set ip dscp tunnel 3
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その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

「Applying QoS Features Using the MQC」モ
ジュール

MQC

「QoS: Tunnel Marking for L2TPv3 Tunnels」モ
ジュール

Layer 2 Tunnel Protocol Version 3（L2TPv3）トン
ネル用のトンネルマーキング

「Overview of DiffServ for Quality of Service」モ
ジュール

DSCP

規格

タイトル規格

--この機能でサポートされる新規の規格または変

更された規格はありません。また、既存の規格

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/go/mibs


RFC

タイトルRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

テクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右のURLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

GRE トンネルの QoS トンネルマーキングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、特定の

ソフトウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリース

のみを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 1：GRE トンネルの QoS トンネルマーキングの機能情報

機能情報リリース機能名

Generic Routing Encapsulation
（GRE）トンネルの QoSトン
ネルマーキング機能により、

サービスプロバイダーネット

ワーク内の PEルータで受信カ
スタマートラフィックの QoS
を定義および制御する機能が導

入されます。

match atm-clpコマンド、match
cosコマンド、match fr-deコマ
ンド、policeコマンド、police
(two rates)コマンド、set ip dscp
tunnelコマンド、set ip
precedence tunnelコマンド、
show policy-mapコマンド、お
よび show policy-map interface
コマンドが導入または変更され

ています。

Cisco IOS XE Release 3.5SGREトンネルの QoSトンネル
マーキング

QoS：分類コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）
15

GRE トンネルの QoS トンネルマーキング
GRE トンネルの QoS トンネルマーキングの機能情報



   QoS：分類コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）
16

GRE トンネルの QoS トンネルマーキング
GRE トンネルの QoS トンネルマーキングの機能情報


	GRE トンネルの QoS トンネル マーキング
	機能情報の確認
	GRE トンネルの QoS トンネル マーキングの前提条件
	GRE トンネルの QoS トンネル マーキングの制約事項
	GRE トンネルの QoS トンネル マーキングに関する情報
	GRE の定義
	GRE トンネル マーキングの概要
	GRE トンネル マーキングと MQC
	GRE トンネル マーキングと DSCP 値または IP precedence 値
	GRE トンネル マーキングの利点
	GRE トンネル マーキングとトラフィック ポリシング
	GRE トンネル マーキングの値


	GRE トンネルのトンネル マーキングの設定方法
	クラス マップの設定
	ポリシー マップの作成
	インターフェイスまたは VC へのポリシー マップのアタッチ
	GRE トンネルのトンネル マーキングの設定の確認
	トラブルシューティングのヒント


	GRE トンネルの QoS トンネル マーキングの設定例
	例：GRE トンネルのトンネル マーキングの設定
	例：GRE トンネルのトンネル マーキング設定の確認

	その他の関連資料
	GRE トンネルの QoS トンネル マーキングの機能情報


